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巻
頭
言一

般
社
団
法
人

大
森
工
場
協
会

会
長

（
ト

キ
ワ
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役）

会
員
の
皆
様
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
元
気
に
お
仕
事
に
励
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す 。

舟
久
保
会
長
か
ら
引
き
継
ぎ
早一
年
余 、

会
員
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
会
長
職
の
任
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と

に 、

心
よ
り
惑
謝
申
し
上
げ
ま
す 。

私
も
今
年
で
六
卜
八
歳 、

ま
だ
ま
だ
元
気
な
諸
先
輩
が
多

い
中 、

歳
を
后
い
訳
に
で
き
る
世
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が 、

八
年
後
の一
0
二
五
年
に
は
一
九
四
ヒ

年
1一

九
四
九
年
生

ま
れ
の
八
0
0
万
人
が
七
1

五
歳
以
上
と
な
り 、

高
齢
者

（
六
十
歳
以
上）

が
三
五
0
0
万
人
に
逹
す
る 、

超
超
高
齢

者
社
会
と
超
が ．．
 つ
付
く
ほ
ど 、

人
類
が
経
験
し
た
こ
と
な

い
社
会 、
こ
れ
が一
:
01:
五
年
問
題
で
す 。

社
会
保
障
費
の

増
大 、

介
護
者
三
1

万
人
が
不
足 、

認
知
症
高
齢
者
は
二 ．

+
％
増
の
七
0
0
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す 。
こ
の
問
題

の
張
本
人
で
あ
る
肘
身
の
狭
い
私一
九
四
九
年
生
れ
と
し
て

ボ
ケ
が
進
ま
な
い
う
ち
に
一
言
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す 。

戦
後
の
第 1
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー

ム
一
九
四
九
年
出
生
数

t

^

九
六
万
人 、

昨
年
二
0一
六
年
の
出
生
数
は
初
め
て
百
万
人

を
切
っ
て
九
十
八
ガ
人 、

そ
の
減
り
方
は
実
に
一
／
ミ
で
あ

る 。

人
口
問
題
は
自
然
災
害
や
好
不
況
の
経
済
予
測
の
当
た

り
は
ず
れ
と
違
い 、

想
定
外
の
丘
い
訳
は
通
用
し
な
い ．

そ

ん
な
こ
と
は一

．
十
年 、
一
二
十
年
前
か
ら
確
実
に
予
測
で
き
た

は
ず 、

何
を
今
更
の
話
で
あ
る 。

私
に
解
決
の
決
定
打
を
示

せ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
が 、

も
の
づ
く
り
を
生
業
と
し
て

い
る
も
の
と
し
て 、

こ
の
人
11
問
閣
と
密
接
に
係
る
深
刻
な

問
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す 、

そ
の
最
た
る
も
の 、

そ
れ
が
住
宅
の
空
き
家
問
題
で
す 。

空
き
家
の
数
八
二
0
万

戸 ‘
1
0
I

〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
増
え
続
け ．
0
0
0

万
戸
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測 、

核
家
族
化
す
る
中 、

親
が
亡

く
な
り
仕
ま
う
人
が
居
な
く
な
っ
た
空
き
家 、

相
続
税
の
改

正
か
ら
相
続
対
策
を
不
動
産
業
が
煽
り 、

ア
パ
ー
ト

の
建
設

ラ
ノ

シ
ュ
で
空
室
率
も
東
京一

．
十●

1
区
で
1

十
四
％ 、

高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
も
盛
ん
で 、

こ
の
空
室
も
問
題
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す 。

高
齢
化
と
少
f
化
は
確
実
に
人
口
減
に

繋
が
る
わ
け
で 、
二
0一
六
年
の
死
亡
者
数
二

．
九
ガ
六
千

人 ‘
―- ．
十 1
万
五
千
人
の
人
口
減
と
な
り 、

今
後
益
々
人
口

減
の
ペ
ー

ス
は
加
速
す
る 。

建
造
物
は
人
工
物
の
中
で
も
最

大
の
も
の 、

費
や
す
資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
最
も
多
い
は
ず

で
あ
る 。

先
に
述
べ
た
通
り
人
口
問
題
に
想
定
外
は
な
い 、

未
来
予
測
も
こ
れ
ほ
ど
確
実
な
も
の
は
な
い
の
で
す 。

相
続

税
の
改
正
も
建
築
増
を
誘
導
す
る
仕
掛
け
と
思
え
て
く
る 。

政
府
も
住
宅
の
供
給
規
制
は
景
気
を
左
右
す
る
訳
で
強
い
規

制
は
で
き
な
い
だ
ろ
う 。
こ
の
国
の
為
政
者
は
将
来
を
見
拙

え
た
適
切
な
住
宅
政
策
な
ど
全
く
興
昧
が
な
い
よ
う
で
す 。

作
る
こ
と
の
目
的
化
で
あ
る 、

昨
年
話
題
に
な
っ
た
映
画

「
シ
ン
ゴ
ジ
ラ」
ア
メ
リ
カ
軍
の
猛
攻
撃
を
受
け
死
ん
だ
か

に
見
え
た
ゴ
ジ
ラ
は 、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
全
身
に
蓋
え一

気
に
東
京
の
街
に
解
き
放
つ 、
一
瞬
の
内
に
壊
滅
す
る
東
京 、

こ
の
圧
倒
的
な
破
壊
の
シ
ー

ン
を
兄
て 、
ゴ
ジ
ラ
は
市
場
と

い
う
モ
ン
ス
タ
ー

の
化
身
で
あ
る
と
思
っ
た
C

作
る
こ
と
か

目
的
な
ら
ば
無
目
的
な
破
壊
が
必
要
な
の
で
す
C

私
は一

〔
゜

二
Ii
年
問
閣
を
も
っ
と
大
き
な
視
点
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
と
忠
い
ま
す 。

そ
れ
は
テ
ク
ノ
ロ
シ
ー

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
同
時
に 、

新
た
な
社
会
制
度
の
イ
ノ
ヘ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す 。

経
済
が
縮
小
し
て
も
私
た
ち
の
粋

ら
し
の
幸
福
度
は
維
持 、

向
上
さ
れ
る 、
お
金
が
人
の
発
明

し
た
便
利
な
誼
具
な
ら
ば 、

お
金
で
始
未
を
付
け
る
こ
と
の

限
界
が
見
え
た
今 、

別
な
道
具
の
発
明
か
必
要
と
い
う
こ
と

で
す 。

そ
し
て
私
た
ち
の
役
割
分
相
の
も
の
づ
く
り
も
大
き

な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す 。

住
ま
う
人
も
い
な
い
家
屋
を

1
0
()
()
万
戸
も
作
る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
と
は
思
え
ま

せ
ん 。

作
ら
れ
た
も
の
が
活
か
さ
れ 、

役
立
ち 、

愛
着
を
持

っ
て
長
く
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
作
る
も
の
の
誇
り
と
喜
び

が
あ
る
は
ず
で
す 。

＂
も
の
を
活
か
す
も
の
づ
く
り“
の
新
事

業
開
発
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す 。

そ
の
実
現
に
向
け 、

私
が
高
貰
高
齢
者
じ
ゃ
な
っ
た
後
期
高
齢
者
（
変
換
ミ
ス
で

す
ご
め
ん
な
さ
い）

と
な
る
二
0-

h
年
に
な
っ
て
も
多
少

あ
る
知
恵
を
絞
っ
て
い
た
い 、
そ
れ
が
私
の
健
康
の
源
で
す 。

今
後
と
も
会
員
の
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
お
川
話

に
な
る
と
思
い
ま
す 。

宜
し
く
お
頻
い
致
し
ま
す 。

特
に
会

員
の
中
で
数
多
い
団
塊
世
代
チ
ー

ム
は一
緒
に
知
恵
を
絞
っ

て
く
れ
る
こ
と
期
待
し
て
い
ま
す 3

.-
0-

．
h
年
問
題
の
張

本
人
か
ら
の
強
が
り
の
一
文
で
し
た "

木

村

洋

二
0
二
五
年
問
題
の

渦
中
で
思
う
こ
と

慰社回滋人

72回定
一
般
社
団
法
人
大
森
工
場
協

会
の
定
時
社
員
総
会
が
五
月
一

十
六
日
（
金） 、

午
後
六
時
ニ

十
分
よ
り
大
田
文
化
の
森
第
四

集
会
室
で
開
催
さ
れ
た 。

公
益
法
人
制
度
改
革
に
基

づ
く
一
般
社
団
法
人
へ
の
移

行
認
可
後 、

公
益
目
的
支
出

計
画
実
施
期
間
が
最
終
年
度

と
な
る
第
七
十
二
回
開
催
を

迎
え 、

会
員
各
位 、

松
原
忠
義

大
田
区
長
他
多
数
の
ご
来
賓

の
ご
臨
席
を
賜
り
盛
大
な
総
会

と
な
り
ま
し
た 。

冒
頭 、

木
村
会
長
は
「
大
田

区
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
は

”
で

き
な
い
モ
ノ
は
無
い
“
と
断
言

で
き
る 。

特
に 、

大
森
工
場
協
会
の
会

員
企
業
各
社
は
す
べ
て
の
面
で

優
秀
で
あ
る 。

そ
の
よ
う
な
中
で 、
Y
M
ク
ラ

ブ
の
存
在
は
当
協
会
の
活
力
の

源
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る 。

下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
大
田
区

医
療
産
業
機
構
等
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
へ
梢
極
的
に
参
画
し 、

自

社
の
技
術
向
上
や
人
材
育
成 、

経
営
桔
盤
の
確

立
に
取
組
ん
で

い
っ
て
欲
し
い 。

ま
た 、

大
森

丁
場
協
会
は
公

益
法
人
制
度
改

革
に
基
づ
く
公

益
H
的
支
出
計

両
実
施
期
間
が

今
期
に
て
終
了

と
な
り 、

来
期
よ

り
事
業•
H
的
に

制
限
な
く
自
律

的
に
新
た
な
事

業
運
徴
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か

ら 、
今
後
と
も
会

員
企
業
並
び
に

関
連
団
体 、

官

幽

．

 

機
関
の
更
な
る
ご
支
援 、

協
力

を
お
願
い
し
た
い 。」
と
挨
拶

し
た
C

総
会
議
事
で
は 、

木
村
会
長

を
議
長
に 、

事
務
局
長
の
司
会

て 、

平
成
二
1

八
年
度
事
業・

決
算
報
告
が
な
さ
れ 、
さ
ら
に

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画・

予
算
計
画
の
件
が
審
議
さ
れ
満

場一
致
で
承
認
さ
れ
た
C

総
会
終
了
後 、

懇
親
会
に
入

り
来
賓
各
氏
の
紹
介
が
あ
り 、

来
賓
の
松
原
忠
義
大
田
区
長
は

「
大
田
区
の
モ
ノ
づ
く
り
は
わ

が
国
随一
で
あ
る
と
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る 。

変
化
の
激
し
い

時
代
の
中 、

白
分
た
ち
の
モ
ノ

を
ど
の
よ
う
に
創
り
変
え
て
い

く
か
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る 、

構
造
変
化
を
し
つ
か
り
と

捉
え
な
が
ら
自
分
た
ち
の
会
社

を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く

か
で
あ
る 、
そ
の
為
に
も
横
の

連
携
を
密
に
し
て
し
っ
か
り
と

会
社
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大

市
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る 、
目

的
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し

い 。
ま
た
現
在 、

羽
田
空
港
跡

地
利
用
に
向
け
た
整
備
事
業
が

本
格
化
し
て
い
る
が 、

大
田
区

企
業
各
社
が
何
を
得
意
と
し
て

い
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
捉
え 、

新
し
い
産
業
を
創
造
し 、

川
界

に
発
信
で
き
る
拠
点
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
た
い 。」
と

挨
拶
さ
れ
た 。

続
く 、

川
上
立
雄
大
田
区
産

業
経
済
部
長 、

佐
藤
國
治
大
田

区
産
業
振
興
協
会
事
務
局
長 、

鈴
木
あ
き
ま
さ
・

鈴
木
あ
き
ひ

ろ
両
都
議
会
議
員

塩
野
日
正

樹
区
議
会
議
員
枝
拶
の
後 、

（一
社）

大
田
工
業
連
合
会
舟

久
保
利
明
会
長
の
乾
杯
の
音
頭

に
よ
り
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た ぐ

f
I
ー

：

一
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福山市との交流工場見学会写真

y
M
ク
ラ
ブ
幹
事
長

（
有
限
会
社
東
蒲
機
器
製
作
所

（
公
財）

代
表
取
締
役）

去
る、

六
月
二
|-
H
（
水）

に
広
島
県
福
山
市
に
あ
る
製
造
業
二
社
の
代
表
と

担
当
者
が、

Y
M
ク
ラ
プ
会
員
企
業4
社
を
視
察
に
訪
れ
ま
し

た。

こ
れ
は、

今
年
二
月
に
Y
M
ク
ラ
ブ
の
月
例
会
と
し
て
福
山
市
内
の
企
業
を
工
場
見
学
に
訪
れ
た
際、

交
流
が
深
ま
っ
た

の
を
受
け
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す。

今
回 、

視
察
に
訪
れ
た
企
業
は
味
エ
ヌ
テ
ッ

ク
と
圏
ア
イ
エ
ス
ツ
ー

ル
（
い
ず
れ
も
福
山
巾）

の
こ

社。

受
け
入
れ
先
と

な
る
Y

M
ク
ラ
プ
会
員
企
業
は、

味
平
川
製
作
所、

味
昭
和
製
作
所、

固
尾
熊
シ
ャ
ー
リ
ン
グ 、

⑰
東
蒲
機
器
製
作
所
の
四

社
と
な
り
ま
し
た。

同
じ
製
造
業
と
い
う
こ
と
で、

視
察
も
真
剣
そ
の
も
の。

刃
物
研
磨
の
会
社
で
あ
る
ア
イ
エ
ス
ツ
ー

ル
の
石
原
社
長
は、

視
察
先
の
東
蒲
機
器
製
作
所
で
実
際
に
ト
リ

ル
と
リ
ー

マ
を
手
に
し
研
磨
の
角
度
や
方
法
に
つ
い
て
同
社
祁
橋
社
長
に
質
問

を
ぶ
つ
け
た
り、

打
合
せ
を
行
っ
て
い
ま

し
た。各

社
の
視
察
を
終
え
て、

エ
ヌ
テ
ッ

ク

の
棗
田
社
長
は、
「
大
田
区
と
言
う
限
ら
れ

た
敷
地
の
中
で
の、

工
夫
を
凝
ら
し
た
機

械
配
附
な
ど
今
後
の
上
場
経
営
の
ヒ
ン
ト

を
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た。」

と
今

回
の
視
察
の
感
想
を
述
べ
ら
れ
た。

ま
た、

前
日

に
は
福
山
巾
の
工
業
グ
ル

ー
プ
「
備
後
モ
ノ
づ
く
り
ネ
ソ

ト
ワ
ー

ク」

と、

東
京
二
多
摩
地
区
の
工
業
グ
ル
ー

プ

「
A
C
E21」

と
の
交
流
会
の
席
に、

Y
M

ク
ラ
プ
も
特
別
参
加
し、

新
た
な
地
域
と

の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
ま
す。

今
後
こ
の
様
な
地
域
の
枠
を
越
え
た
交

流
が
益
々
増
え
て
い
き、

様
々
な
シ
ー

ン

で
の
連
槻
が
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り、

自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
に
も
繋
が
り、

ひ
い
て
は
H

本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
底
卜
げ

に
寄
与
し
て
い
く
事
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
忠
う
も
の
で
す。

今
後
の
Y
M
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ベストキッズについて

ムソ ー工業株式会社 開発 尾 針 徹
ム
口

心
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大森工場協会の

ネットワ ークに感謝
――――-

•

 

みなさんベストキ、Jズという組織をご存知でしょ
うか。 ベストキッズは大田区で活動されている学習
支採会で、1時間500円で個別指導を受けることがで

きます。「轟校入学」という明確なH標を掲げてい
て、 現在「大森南教宅（大森第四小学校）」

「糀谷教室（糀谷小学校）」「中3教室（糀谷、
羽田地域庁舎）」の3つの拠点があります。

ベストキ、Jズさんと繋がったきっかけは「下町ボプスレ ー」でした。 ド
町ホプスレ ーのスポンサ ー 全日本空輸さんが「事業の拮盤である羽田空
港、 その地元の人たちに何かしたい」ということで「ベストキJズの子

どもたちにド町ボブスレ ーの話をしてくれませんか」と相談があり、 下

町ホプスレ ー で「部品製作の協力」か難しい状況にあった当方が「話を

するお手仏いなら … 」と手を挙げさせていただきました。 しかしなぜ

「ベストキッズ」なのか、 この企画をしたANA担当者さんには深い想い

がありました。 H本で密かに迎んでいる経済格光、 この時代に 「子ども
の6人に1人が貧困」と百われています。 これからの日本を支えていく子

ともたちは少子化という現状で、 あまつさえ子どもの貧困率も1990年代
半ばから上昇を続けています。 経済的白立への第•—歩は「裔校人学」そ
して、 ゴールは「就職」です。 その第一歩の学習支援をしているベスト
キyズと、 ゴールの就職先である私たち企業が協）Jすることで、 了ども
たちにhrfか支援ができないか、 とANA相当者さんは考えたのです。 イベ

ントで一結にご飯を食べたり、 ミニゲ ー ムをしたりしていると、「本当

に大切なものを子どもたちは持っている」「fどもた
ちに大事なことを教えてもらっている」と強く感じ
ます。 第4回目となる7月のイベントはYMクラプ幹事
長の有限会社東蒲機器製作所の晶橋俊樹さんが引き

受けてくださることになりました。 また有限会社神

代―［業の皆方恵美•fさんも、 この企両を応援してく

ださるとのことで、 手探りだった企両が大きく動き
//',しています。

株式会社泰信製作所 代表取締役 林 田 由加里

弊社は、「手のひらサイズの精密試作板金加工」の会社です。 tにオ
ートバイのレ ー ス用部品、 開発・テスト用の部品を製作しています。 形

状やヽ1法精度に応じて木籾、 樹脂型、 金型、 治具を用意し、 ベンダ ー で

曲げたり、 プレスで絞ったりしたものを溶接し、 ハンドワ ー クで仕いf

て完成させます。 昔ながらの加工方法ではありますが、 少量多品種を短
納期で同時期に製作する場合が多く、 H々納期に追われています。 最近

では、 更に追い討ちをかけるように、 今までご協力いただいていた会社
が次々と廃業していき、 お客様の希望納期に対応できず歯がゆい思いを
しています。 廃業理由はご高齢によるものなのですが、 二 yチな加工を
している方々なので、 同じ加工をお願いできるところを探すのが 、た苦労

なのです。 インタ ー ネットが普及しているとはいえ、 全ての'|肯報が網羅
されているわけではいのですね。 そんな時、 相談にのっていただいたり、
アドバイスやご紹介をしてくださったのが、 大森工場協会会員のメンバ

ーでした。 特にYMクラブのメンバ ー の人脈に助けられ、 ご協力いただ

ける会社に出会うことができました。 会員の皆様のネソトワ ー クの広さ
とフットワ ー クの軽さに感動しました。 まだまだお願いできるところを

探しております。 引き続き会員の皆様のお知恵を拝借できましたら幸い
です。 そして、 弊社もいつかお役に立てられるようになりたいと思いま

す。 今後ともよろしくお頻い申し上げます。








